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学生のみならず私の人生選択まで
変えてしまった安田先生
Professor Yasuda who is Influential in the Career Choices not only of
his Students but also of Myself
塚本 智美＊
TSUKAMOTO, Tomomi
「地道な積み重ねは，必ず実を結ぶものです
ね。」
客室乗務員を辞めて，様々なボランティア等か
ら始めた未知の領域であるキャリアカウンセラー
でしたが，やっと“仕事”としてスタート出来た
とご報告した際の安田先生からのお言葉でした。
思えば，東日本大震災の直後，社会人科目等履
修生の「面接官」と「受験生」という立場で安田
先生と初めてお目にかかり，まさかその数年後に
こういう展開になろうとは夢にも思っておりませ
んでした。面接の時は，さぞ社会人科目等履修生
を受験する人が珍しかったようで「どうしてあな
たのような接客のプロが……？」という質問をさ
れたのを覚えています。その答えは当時の私にも
分からなかったのですが，今となってはあれが全
てだったと，安田先生との出会いで私の人生は変
わったと感じています。
当時，私を含む職場の誰もが気軽に且つ頻繁に
使っていた「ホスピタリティ」とは何なのか？
自分自身もう一度問い直したいと，ホスピタリテ
ィマネジメント学科の科目等履修生となりました。
2011年4月の事でした。私はこれを機に，十数年
ぶりに大学という学びの場に戻りました。直前ま
で私は若手の育成担当を務めており，人の成長を
間近で見られる事に喜びを感じつつも，自分自身
の社会人生活に対して「このままでいいのだろう
か？」という漠然とした不安も抱えておりました。
そんな中，休職してまで学生生活のスタートを切
ったのでした。それは私にとっては大きな生活の
変化だけでなく，新たな一種変わった環境に身を
置くという大きなチャレンジでもありました。更
に，敢えて専門である航空業界ではなく関連のあ
る観光業界やホテル業界について学びたいと考え
ていたので，安田先生とは今度は面接官と受験生
としてではなく「教授」と「学生」という立場で
再会する事になりました。
当初，学内で教職員と間違われる事や，自分と
学生との年齢差をはじめとするギャップの数々に
戸惑う事も多かったのを記憶しています。しかし，
おそらくそれは講義をされる先生方も同様で，私
が学生に交じり席に座っている事で，やりづらい
事も多かったのではないかと想像に難くありませ
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ん。そのような中，安田先生は私のそういう戸惑
いも受け止め，時には雑談を交えながら距離を縮
めて頂き，私の学生生活に対する緊張を解きほぐ
して下さいました。そのうち先生の研究室に足を
運ぶようになると，安田ゼミの学生と先生との交
流を見かける事が多くなりました。じっくり拝見
していると，一般企業出身の先生ならではの温か
い目で，真剣に学生さんの事を考えアドバイスさ
れていらっしゃり，何と言っても，学生が先生に
相談する事で活き活きとしている姿に，恐れ多く
も「自分もそういう事がやってみたい」と感じる
ようになっていました。それは，それまで新人育
成を通して「人の成長を見る事の素晴らしさ」を
実感しつつも，人の上に立つ立場として，自分自
身の知識を更に深める必要があると感じて，学び
なおしの場を求めて大学に戻った私には，うまく
言えないものの「自分がやりたい事はこういう事
なのではないか？」と，薄ぼんやり気づかされた
瞬間でした。
後期には先生担当の全学共通科目「キャリアデ
ザイン」という講義を拝聴する機会を得ました。
そこで「キャリアカウンセラー」を生業としてい
る方の存在や大学での就職支援の現状と，自分の
時代には存在感の薄かった就職課の変貌を知るこ
ととなりました。その後，同じ年のキャリアデザ
イン講義の最終回で「社会人パネリスト」として
ゲストで参加させて頂きました。その年に就職内
定を貰った4年生のゼミ生と交じり，1－2年生
に対して学生生活の有意義な過ごし方について考
える時間を共有する機会を頂戴しました。その中
で4年生が「当初，ホスピタリティを学んでいる
のでそういう業界を目指そうと思っていたが，最
高にホスピタリティを発揮すべき瞬間は，人が大
きな買い物をする時だ，そういう時に寄り添える
存在になりたいと思い，住宅販売メーカーへの就
職を目指した」と話しているのを聴き，先生の指
導の奥深さを感じたものでした。更には，私自身
の「ホスピタリティとは何か？」「このままでい
いのか？」という問いに対しての答えをその学生
の発言が教えてくれ，私の肩を押してくれた瞬間
でした。「私は人と接するのが好き」そして「若
者の成長を見るのが好き」と改めて実感し，尚且
つ「今の一期一会のお客様との出会いも素晴らし
いが，もっと人の成長を間近で見ていきたい」し
かも「若い人が人生の選択をする際に寄り添いた
い。それが私に出来る最高のホスピタリティ発揮
の瞬間ではないだろうか？」と思ったのでした。
亜細亜大学での社会人科目等履修生としての経
験に触発された私は，その後，キャリアカウンセ
ラーの資格を取得しました。今度は，キャリアカ
ウンセラーとして学生と接する機会を作りたいと
思い，先生に相談させて頂きました。すると先生
のゼミでの就職指導の様子を拝見する事を快諾下
さり，数年ぶりに亜細亜大学に通う事になりまし
た。そこで印象深かったのは，安田ゼミの学生は，
活動テーマである「観光とまちおこし」を通して，
様々な角度から観光が持つ力や魅力，そもそもま
ちおこしとは何か？を学ぶ過程で，自分の「軸」
に気づいていた事でした。あるゼミ生は「ゼミを
通して地域活性化に興味を持ち，沿線開発に影響
力のある鉄道系の不動産会社が第一志望です」と，
また別のゼミ生は「地域を盛り上げるには，地域
密着企業の応援が不可欠と思い､信用金庫を希望
しています」と言っていたのに驚かされました。
大学生の就職支援に携わるようになり，就職活
動直前になって「自分のやりたい事が分かりませ
ん」と慌てる学生の多さを実感しています。しか
し，安田ゼミの学生は普段のゼミ活動という“日
常”を通して「自分の軸」に気づいていました。
しかも，ホスピタリティ学科だからホスピタリテ
ィ産業への就職をしなければいけないという固定
観念を取り払い，自由に自分と向き合い，本当に
自分のやりたい事を探し出していました。これこ
そ本当の意味での「キャリアデザイン」であると
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感じました。
残念ながら今の大学におけるキャリア教育は
「＝就職準備教育」の意味合い（認識）が強く，
エントリーシートや履歴書の書き方，面接の練習
が主流のようになっています。私は，本来，キャ
リア教育は3年生になって慌てて始めるものでは
なく，日常を通して自分の中にある「軸」に気づ
き，その軸に沿ってやりたい事を見つけ，それを
実現出来そうな業種や職種，企業を探していくべ
きだと感じております。そのおおもとの考え方は，
安田先生の学生への接し方を観察する中から学び
ました。今，キャリアカウンセラーとして全くの
異業種に足を踏み入れたきっかけや土台は，安田
先生から教えて頂いたと感じております。
あの時，一念発起して亜細亜大学の社会人科目
等履修生の門を叩いていなかったならば，また安
田先生と出会っていないならば，キャリアカウン
セラーとしての今の私はなかったかも知れません。
今でもご縁でキャリアデザインの講義にゲスト講
師として招いて頂き，その際の紹介の際にも「本
人を前にして言うのは，失礼かも知れませんが，
ちょっと変わった方です」と紹介して頂いており
ます。本当に変わった人間かも知れません。前述
しましたが，初対面の面接の際も「どうしてあな
たのような接客のプロがホスピタリティを学びた
いのですか？」と，ある意味興味津々で私の話を
聴いて下さった事を思い出します。「今更，どう
して？ そして休職してまで通うの？」と，私が
安田先生の立場でも同じ事を思ったかも知れませ
ん。しかし「接客のプロ」としてではなく「点よ
り線で，一期一会ではなく人ともっと密接に関わ
りたい」「若者の将来を考える際の支援をしたい」
という接客では味わえない「自分の軸」に気づく
ために，天が安田先生に引き合わせて下さったの
かも知れません。
この業界の専門用語で｢planned happenstance｣
（計画的偶発性）というスタンフォード大学のク
ルンボルツ博士の理論があります。キャリアは偶
然の出来事，予期せぬ事に対し，最善を尽くす事
で形成されるものという考え方です。亜細亜大学
での先生との出会いは，私にとっては偶然の出来
事でありましたが，先生のお力添えで「planned
happenstance」に変える事が出来ました。とい
うのも，この予期せぬ偶然の出来事を「planned
happenstance」に変えるには「好奇心」「持続
性」「楽観性」「柔軟性」「リスク・テイキング」
の5つの力を磨いておく必要があるそうです。科
目等履修生の間は常に私には思いもよらぬような
視点からのアドバイスを頂戴し，学生でなくなっ
てからも事あるごとに相談に乗って頂き，私の上
記5つの力を持続させる刺激を下さいました。
今，先生に気づかされたその「軸」に沿って使
命に出会った私は，安田ゼミの学生のように，じ
っくりと自分と向き合い，「自分の軸」に沿った
進路決定が出来る学生を増やしていくのが目標で
す。これからも安田先生の学生への温かい指導を
お手本にキャリアカウンセラーとして学生支援に
当たりたいと思います。
先生，亜細亜大学でのご指導お疲れ様でした。
学生のみならず私にも人生の岐路の際，温かいご
助言，ご指導，ありがとうございました。先生の
ご退官後の人生もより素晴らしい実り多きもので
ありますように心よりお祈りしております。
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